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2007 年  08 月  12 日  

熊野の旅 巨大なご進物？ NTT タワー  

 熊野市のど真ん中に見るからに不安定なタワーが建っています。 
 小さな建物の上に大きなタワーが建っているのです。 
 NTT のマイクロウェーブのアンテナタワーなんですが…（マイクロウェーブなんて

呼び方は最近耳にしませんね） 
 このタワーが目下すっぽり布で包まれています。どうやら、塗装とかのメンテナン

スのようです。 

 
 大きなタワーをすっぽり包むのですから大きな包装用の布ですね。 
 ビルを包んだりする芸術があったようですが、それが芸術ならこれも芸術でしょう。 
 結構包みにくそうだし、ものすごく風を受けるので包むのも、包んでおくのも難し

そうです。先日の台風の発生時には巻き上げてありました、 
 まともに風を受けたら、布が飛ぶのは当然として、風受け面積の増大でタワーにも

設計以上の力が加わるでしょうからね。 
 それにしても、無粋な物で包んでいます。 
 灰色の蚊帳のようなものですね。 
 目抜き通りの上空に覆いかぶさるように建っているのですから、もう少し気のきい

た色にすれば良いものを… 
 お中元の季節だから、景観の方で NTT さんから熊野市民に贈り物をしてくれれば

良かったのにね。 
 それにしても、不安定なタワーです。 



 下の建物の強度は本当に足りているのでしょうかね。確か、後から継ぎ足して上に

乗っかったはずなのですが・・・ 
 少ないとは言え周りには住居もあるし、買い物客が少ないとは言え、通学時には一

杯人も通るのですがねえ・・・ 

  
Tags:熊野市 モノクロ           | 2007-08-12 10:31 

 

 

 

 

2007 年  08 月  13 日  

熊野の旅 田舎の学校と教員住宅  

 
 写真は熊野市立飛鳥中学と小阪小学校の間に取り残されたように残っている『教員

住宅』です。 
 昔は学校の周りにはこうした教員住宅が一杯あったものです。 
 田舎では他所から赴任してくる若い先生が多かったのです。アパートだとか下宿な

どのない田舎ですし、さらに、先生の給料も安かったのです。だから、こうした教員

住宅が建てられて、そこに入っていたのです。 
 住宅事情の悪かった時代には、小さいながらも一戸建て、もしくは棟割りでも住居

が確保されていることは職場として魅力のあるものでした。 
 田中角栄が教員の給料体系を見直して、二階級特進をやり、他の公務員より優遇し

て教員の確保に動いて以来、少し給料も良くなりました。 
 その頃からは日本も本格的に経済発展してきて、若い先生方が教員住宅に入らない

ことが徐々に増えてきました。 
 貧しかった頃には、地元の人から野菜などの差し入れがあったりして、交流もあっ

たのですが、段々とそれが若い人にはうっとうしいことに感じるようにもなりました。 
 かくして、昭和５０年代頃になると教員住宅に空家が目立つようになりました。 



 道も良くなって、ド田舎に住まなくても、もう少し開けた中心部から通勤が出来る

ようになったことも田舎の住宅に入らなくなった一つの要因でしょう。それに、先生

が自家用車を持つようになりましたからね。 
 こうして、先生、学校と地元の人の繋がりがどんどん薄れて行ったようです。 
 ちなみに、道路が整備されてからも体系の見直しがされるまでは、この『小阪小学

校』は普通の給料なのに対し、国道４２号線をほんの少し走った『飛鳥小学校』には

『僻地手当て』が支給されていたのです。それを言うなら、熊野市全部が僻地だと思

うのですが… 
Tags:熊野市 国道４２号線 モノクロ          by je2luz | 2007-08-13 10:19 

 

 

 

 

 

 

 

2007 年  08 月  14 日  

熊野の旅 準備ほぼ完了？ 熊野大花火大会  

 
 熊野大花火大会まで３日です。 
 国道４２号線沿いの堤防の上には桟敷がほぼ全部完成しました。 
 床張りをしていないものが沢山あるのは、風に備えてのことです。 
 何年に一度か台風に見舞われて、あまり早く張った床ははがしに来なくては成らな

いことがあります。 
 我が家のように海に面した家にとってはこの桟敷の床は凶器なのです。 
 風に舞うと数十メートルは空中を飛び居ます。人に当たれば下手をすれば死にます。

車に当たれば大破します。 
 家屋にとっても、こうしたものが飛んでくると、雨戸を入れてあってもぶち抜かれ

ます。台風の時に部屋の中に風が吹き込むと、反対側の窓も吹き飛びます。窓で済め



ば良いですが、場合によっては中に風を含むと屋根が抜けて飛びます。非常に怖いも

のなのです。 
 今年は太平洋高気圧が居座っているので台風も本州に向かって北上はしないでし

ょうから、予定通り花火が出来そうです。 
 こうした気圧配置でなければ、今ある台風が北上をはじめ、直撃はなくても数百キ

ロ離れた状態で海が荒れてきます。 
 熊野の花火は波打ち際と海上を使って繰り広げますから、台風の余波の波があると、

例え空が快晴でも開催できません。その辺が、湾の中や河原で行われる花火大会とは

違っています。 
 三尺玉の海上での破裂でも海が荒れては出来なくなります。 
 このままの状態で１７日を迎えれば良いのですが・・・ 
 熊野出身の人の帰省はこの１７日に合わせますから、少し遅くなります。しかし、

伸びると見ないで帰らなくてはならない人が多くなります。 
 『花火があるから里帰りをする』という人も多いですから、花火の存在理由の一つ

に数えられるでしょうね。 
 ここで育てば、一生どこに居ても花火を見れば『木本の花火』を思い出すでしょう

からね。  Tags:熊野市 国道４２号線 熊野大花火    by je2luz | 2007-08-14 10:48  

 

 

 

 

 

 

2007 年  08 月  15 日  

熊野の旅 想い出とは・・・故郷  

 こうしたブログを読みに来られる人は比較的若い層が多いのかと思います。 
 20 代、30 代くらいまでだと都会に出ておられて故郷に帰省された時、まだまだ回

りの人間も変わらず、景色も変わっていないことが多いと思います。 

 



 
 これが 40 代、50 代となると、故郷もかなり変わって来ています。 
 60 代ともなると、中学卒業の 15 歳で故郷を離れた人がほとんどになります。 
 故郷に帰ってもなじみの顔がすっかり減って…親さえ居なくなり… 
 それでも、帰る家の残っている人は幸せな方ですね。 
 帰る場所もない人が増えています。 
 そして、帰ってみても、子供の頃に遊んだ場所が残っていない… 
 学校も建て替えられて面影がない場合が多いでしょう。 

 
 熊野市などは高度成長とかバブルとかの開発の波とは無縁でしたから、昔の面影を

沢山残している所です。それでも、経済成長の担い手としての人間を供給し続けてき

たので、ここで育った人のほとんどはここにはいません。 
 そして、空家が増え、親たちが建てたまださほど古くない家も雨戸が閉まっている

ものが増えています。 

 
 こうした寂れてしまった家並みの所でも、よそに出た人、そして故郷に足場の亡く

なった人には懐かしい景色になっているのです。 
 私の同級生たちもほとんど全部、よそに出ました。そして、今では定年退職してい

ますが、もはやここに帰って来ようにも、帰る家もない人がほとんどです。 
 同級会に出席しようとすれば、宿をとらなくてはならないのです。寂しい話ですね。 

 

Tags:熊野市 昭和 モノクロ  飛鳥町小阪     by je2luz | 2007-08-15 10:22 

 
 
 
2007 年  08 月  16 日  

熊野の旅 お盆につき・・・  

 世間ではお盆は終わったようですが、ここ熊野はまだお盆です。 
 明日の『熊野大花火大会』は予定通り行えます。 



 こんなに天気が安定して、準備期間中から心配なく出来るのは珍しいことです。 
 これは、各地に猛暑をもたらしている太平洋高気圧のおかげです。 
 この高気圧のおかげで、台風もフィリピン方面に向かってくれますしね。 
 きょうも、朝からじりじりと太陽が照りつけ、入道雲がわきあがっています。 
 今年の夏の前半には入道雲の派生が少なかったのですが、ここに来てようやく夏ら

しい空が見えます。 

 

 明日もおそらくこのような空でしょうね。 暑いです。 
 明日も同じように暑いのでしょう。 
 思いっきり焼けこんだ砂利浜は夜になってもしばらくは暑いです。 
 砂利が冷たくなるのは真夜中になってからです。 
 夜の海岸でごろりと横になって星空を眺めると、下からホカホカと温まって気持ち

の良い物です。 
 最近は昼間でも浜に座って海を見ることがなくなりました。 
 この年で夜中の波打ち際に一人で座って海を見ていたら・・・１１０番を入れられ

そうです。 

  
Tags:熊野市 熊野大花火           by je2luz | 2007-08-16 10:35 

 

 
 
2007 年  08 月  17 日  

熊野の旅 熊野大花火大会  

 本日８月１７日 予定通り行われます。 
 真夜中にサイレンが・・・ 
 チリの地震による『津波警報』が出ました。 
 予想が 50ｃｍで到達予定が午前５時ごろとかでした。 
 これが変な時間になっていたら、大変なことになるところでした。 
 警報が出ている海岸で花火大会をやることも出来ず… 



 震源地が近かったら、即時中止して退避命令を出しても、浜から全員が退避するに

は一時間以上かかります。 
 パニック状態での退避となれば、明石の事故以上の惨事が起きるでしょう。 
 ５m ほどの津波でも、浜に残された人のほとんどが流されてしまうでしょう。 
 発生から１０分とかの東南海地震なら、浜での見物人数万人が犠牲になるでしょう

ね。 
 そんなのを心配していたら何も出来ませんが・・・考えてみれば怖いことです。 

  
Tags:熊野市 熊野大花火            by je2luz | 2007-08-17 13:56 

 

熊野の旅 熊野大花火大会無事終了  

 好天に恵まれ、無事終了いたしました。 
 例年より帰りの車の流れが良いように感じます。 
 記事は後日になります。 

 
Tags:熊野市 熊野大花火            by je2luz | 2007-08-17 23:39 | 



2007 年  08 月  18 日  

熊野の旅 熊野大花火大会 １９００００人？？  

 

 無事に終わった『熊野大花火大会』、主催者発表の観客数 190.000 人 だそうで

す。 
 我が家で見ていた感じでは、発表数字がいささか大きいような気もします。 
 イベントでもデモ隊でも主催者発表は『大本営発表』とよく似た所があります。『話

半分』…と言う事もありますが、半分くらいかなとも思います。 
 半分でも人口２１０００の市ですから、大変な数字には違いありません。 
 今年も豪華客船『ASUKA II』が見物クルーズで来ていました。 
 午後三時ごろでしょうか、静かに近づいてきて目と鼻の所に停泊しました。 
 今年は呼び物の一つの『三尺玉海上自爆』の時に移動しなくても良い位置に停泊し

ていました。なるべく海岸に近く花火に近い所と言うので、最初にやってきたときと

違い顔が見えるくらいのところまで近づきます。 
 落ち込みの厳しい海ですから、うんと岸によってもあの大きな船体の底が当たると

いう事がないのです。鬼ヶ城のすぐそばしか岩礁もないですし…大型汽船での花火見

物では最高に恵まれていると思います。停泊していても航路の邪魔になるわけではな

いですしね。 
 今までと違ったのは、花火が終了すると、大きな汽笛を長く数回鳴らし、お別れの

挨拶をしたことです。 
 海のそばに住み、港湾区域に居ても、大きな汽船の汽笛を聞くことは全くありませ

んから、久々に聞いた感じです。 
 ASUKA II の写真などは後日掲載します。 
 国道４２号線の車の流れに関しては、例年より早く流れ始めました。多少手際が良

かったにしても、これだけ早かったのですから、見物人もさほど多くなかったとしか



思えません。 

 
 来年は土曜日だとか…  
 間違いなく今年より多いです。 
 前回花火が土曜日だったのは何時だったか忘れましたが、その時の渋滞は 50Km
に及び、全く動かなくなりました。 
 最終のバスが我が家の前を通過したのは午前二時を廻ってたのです。もちろん、花

火など見えていません。『熊野大花火と勝浦温泉の旅』ですが、そのあと勝浦まで走

らなくてはなりませんが。勝浦着は午前四時ごろだったでしょうね。 
 これに近い渋滞が起きてもおかしくありません。 
おいでの際は朝早く熊野に着くつもりで出発してください。 

 
Tags:熊野大花火 熊野市            by je2luz | 2007-08-18 13:20 

 

 

 

 

2007 年  08 月  19 日  

熊野の旅 灼熱 熊野花火大会の午後  

 熊野大花火大会は熊野最大の行事で最高の人出があります。 
 人出があれば当然のように夜店が並びます。 
 昔の花火はものすごく時間が長く、夜中の１２時を廻る頃までかかりました。時間

が掛かればお腹もすくし…露天も良く売れたものです 
 今の花火は時間が短くなったので売れ行きは昔ほどではないようです。 
 露天商の正規の場所は会場の浜にきちんと通路とともに場所が確保されています。 
 数箇所の出入り口から資材を搬入して店を構えるのですが、今年のように天気が良

ければ、普通の時間ににお昼に設営すると焼け付いた砂利の照り返しもあり、『灼熱

地獄』です。 早い人は夜明け前に設営を始めます。 

 



 この光景を見ると、『露天商って大変だなあ…』と思いますね。 
 搬入に使ったトラックも近くには駐車場が無いので数キロはなれたところに置き

に行きます。そのため、撤収も浜から資材を運び出して、トラックがゲートの所に来

るまで待っているので、終わるのは花火が終わってから三時間とか四時間後になって

しまいます。 
 露天商も大変ですが、見物人の方も大変です。 
 道路や駐車場の込むことや列車の時間の関係もあり、熊野に入るのがお昼頃からに

なっています。花火が始まるのは夜７時過ぎですから、その間の時間をどこで過ごす

か・・・ 
 場所の確保のために浜でずっと居ることは大変なことです。 
 花火を見たくて、まさに『身を焦がして待つ』ことになります。 
 元の場所に戻れる自信があればレジャーシートで場所を確保して離れるのが利口

なのですが、人ごみになりかけてからでは戻るのも大変でしょうね。なにせ、目印な

んてないだだっ広い砂利浜ですからね。 
 涼しく時間のつぶせる場所は…オークワ、ジャスコなどの大型店舗内、市役所など

が開いている時は役所の中、市民会館も無料で入れるようにして開放すると思います。 
 冷房が入った大きな建物は非常に少ないです。 
 ゆっくりくれば花火は見られませんし…早く来れば灼熱地獄…それでも、同じ人が

毎年来てくれます。 
 打ち上げ花火の数では他所に絶対勝てません。人口の少ない熊野市では予算的に無

理です。 
 それでも、『音と地面の揺れ』では他のまねの出来ないものがあります。 
 地面ごと揺れて、爆発の風圧を感じます。 
 私の家のように会場に面していると、三尺玉の海上自爆のときなど窓ガラスが割れ

るかと思うほどの風圧が来ます。 

 



 こればかりは、どうにも説明が出来ないものです。 
 『一度来て体験してください』としかいえませんね。 
 来年は８月１７日土曜日です。  
Tags:熊野市 熊野大花火 国道４２号線         by je2luz | 2007-08-19 09:25  

 

 

 

 

2007 年  08 月  20 日  

熊野の旅 熊野原木市場  

 熊野市は面積の８割以上が山林、それも人工林の町です。町と言うより村ですね。 
 この林業の盛んな所も、昔は意外と製材所も少なく丸太を売買する市場もありませ

んでした。 
 これは、丸太と言う重いものを運ぶと言うことが非常に難しかったからです。 
 熊野川流域の森林資源は川を使って筏で河口の新宮、鵜殿に運ばれました。 
 海の見える山にはあまり良い山がありません。海からの風が吹くので木が曲がり材

質が落ちるからです。 
 一山越えて霧もよく発生して、良い木の育つあたりのものは熊野川流域になるので

熊野市（木本）には出て来ずに遠い新宮に流れたのです。 
 時代が変わって道路を使ったトラック輸送に変わっても長い間、原木丸太の流通は

新宮と尾鷲の原木市場に任せた形でした。 
 今から２０年余り前、熊野市飛鳥町にも原木市場が出来ました。 

 
 新宮や尾鷲は古くからのもので民営でしたが、熊野原木市場は補助金行政によって

『協同組合』として設立されました。 
 この時代は材木価格の下落に差し掛かる時期になります。経営に慣れる間もなく低

迷期に入り元落ちの山を築き、次は低価格に嫌気がさした山主の伐採量の減少で今度

は玉不足に見舞われました。 
 低価格が長くなると、生活のために山林の伐採が始まりますが、今度は同じだけの



収入を得るために伐採する量が大幅に増えます。 
 一気に大量の材木が市場を埋め尽くして又々元落ちになる…悪循環の中、今のよう

に林業壊滅期に入ってしまいました。 

 

 今では山林を伐採するとなると、一山丸裸にします。かつての１０倍ほどの面積を

伐採しないと同じだけの金が入ってきません。 
 それはその時の収入だけの計算です。十倍もの面積を切ったのでは、跡を植林して

木を育てることは出来ません。植林から育林まですれば赤字になります。美林を切っ

て最終的に赤字になる…それが今の田舎の破壊になっているのです。 
 南方を含む盗伐材までを無制限に輸入する政策によって一部商社が潤って、国土を

殺したのです。 
 それなのに… 
 昨日、インドネシアを訪問したわが国のトップ（のつもりの人）は『インドネシア

の森林資源の育成に協力する』などとしゃあしゃあと言っています。 
 ボルネオ島を、スマトラ島を裸にしたのは日本の商社です。 
 さらに、その密林には、いまだに国に帰れない英霊の遺骨が眠っています。 
 この英霊もほとんどが田舎出身の兵卒です。 
 昨日の訪問を知ったら、呪い殺したいと思った現地の霊も合ったのではないでしょ

うか？ 

 
 上の写真は桧、下が杉です。 
                  by je2luz | 2007-08-20 11:34 



2007 年  08 月  21 日  

熊野の旅 海水浴場 大泊海水浴場  

 熊野市には二つの海水浴場があります。 
 少し小さいですが中心部から近い『大泊海水浴場』、広いけど少しはなれた『新鹿

海水浴場』です。 
 熊野市は長い海岸線を持っていますが、南半分は外海、熊野灘に面し、波も荒く、

背の立つ所のほとんどない七里御浜で、今は遊泳禁止になっています。 
 残りの北半分は伊勢まで続くリアス式海岸でほとんどが『磯』なので海水浴が出来

ないのです。 
 かろうじて海水浴場に出来るのは、湾の奥に砂浜がある、大泊と新鹿だけです。 
 『大泊海水浴場』は中心部に近いので地元の子供や親子連れの姿の多い所です。 
 木本からだと 2Km ほどしか離れていないので、子供だけで行けるのですが、間に

熊野古道・『松本峠』のある山があり、長いトンネルを抜けないといけないので、距

離以上に遠く感じます。 
 新しい国道 42 号線のトンネルは歩行者通行禁止で、歩行者は旧道の『木本隋道』

を通らなくてはなりません。これが、結構遠回りなのでややもすると危険な国道の『鬼

ヶ城トンネル』を抜けることになります。 
 この国道の新トンネルも昭和 40 年代初めに計画された時には車道脇に歩道も併設

される図面だったようです。しかし、着工されたものにはそんなものがなく、歩行者

通行止めになりました。 
 それにより、鬼ヶ城観光の人も、鬼ヶ城を周遊すると帰り道がものすごく遠回りな

ルートを歩かされることとなりました。観光地としてはあるまじきスタイルのトンネ

ルです。 
 海水浴場というものは江ノ島など芋の子を洗うような所を除き、あまりお金になら

ない観光地です。民宿をやってもシーズンは一ヶ月あるかないかですね。長梅雨とな

れば泳げるのは半月ほど…頑張れと言うのも無理な話でしょう。 
 それに、こうした遠い所まで出かけてきて、民宿に泊まって何日も滞在すると、バ

リ島などと料金が変わらなくなってしまいます。都会の人に来いと言うのも無理な話

でしょう。 

 



 この閑散とした…いやいや、ゆったりと遊べる『大泊海水浴場』の光景は 8 月 11
日のものです。 
 日によってはプライベートビーチ状態になります。 
 トイレも完備しています。 
 ギャル見物は無理ですが、親子連れには小さな川もあり、水質もトップクラスです

から素敵な所ですよ。 
 そうですねえ…せめて飲み物くらいはこちらで買って、ほんの少しでもお金を落と

していってください。 
Tags:熊野市 国道４２号線 モノクロ         by je2luz | 2007-08-21 10:22  

 

 

 

 

2007 年  08 月  22 日  

熊野の旅 ２００８年８月１７日のプラン  

 毎年、『熊野大花火大会』のよさを宣伝していますが、簡単に見に来られるもので

はないでしょう。 
 距離も遠い、道は混む、旅館は取れない、熱い所で長時間待たなくてはならない… 
 三拍子も四拍子も億劫にさせる要素がありますね。 

 

 そこで提案です。 
 走らなくて良い、ゆったり冷房の効いたところで時間まで待てる、終わったらすぐ

に眠ることも出来る、それに特等席が用意されている… 
 こんな素敵な花火見物のコースが毎年用意されています。 
 それが写真に写っているものです。 
 今の日本では最高に豪華な客船、『ASUKA II』です。 
 手前に見えるのが花火会場真ん中で打ち上げ花火を上げる台船で、その向こうの白

い大きなのが『あすか II』です。 



 最初に来た頃はずいぶん沖合いで停泊していましたが、今年は沖合いの危険ライン

ぎりぎりに接近して碇を下ろしていました。 
 花火なんてものは光半分、音半分のものです。ここまで寄れば地上で見るのと同じ

迫力があるでしょう。それに、自分の姿がでかいのですぐ後に反響板をもつことにな

り、音も気抜けしないと思います。 
 この『あすか II』は毎年、夏休みクルーズの中に『熊野大花火大会見物』を組み入

れています。 
 おそらく２００８年の夏休みにも計画されていると思います。 
 他所の人で一番楽に一番快適に『熊野大花火大会』を見物できるのは、この『ASUKA 
II』のクルーズに参加することだと思います。 
 日帰りと言うわけには行きませんが、興味のある方は一度調べてみてください。 

 
Tags:熊野市 熊野大花火               by je2luz | 2007-08-22 11:16 

 

 


